
                           

     

            
 

          
 

     

獣
害
対
策
視
察 

 

一
月
二
十
九
日
、
滋
賀
県
大
津
市
仰
木

の
農
家
十
九
名
が
千
枚
田
を
訪
れ
た
。 

 

仰
木
の
棚
田
は
琵
琶
湖
が
一
望
で
き

る
景
観
、
生
態
系
に
恵
ま
れ
た
馬
蹄
型
の

田
ん
ぼ
で
全
国
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。 

 

視
察
内
容
は
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
な
ど

の
獣
害
対
策
が
主
目
的
で
、
同
じ
悩
み
を

持
つ
百
姓
に
と
っ
て
は
逆
に
教
え
ら
れ

る
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。 

                 
 

  

当
方
の
千
枚
田
に
お
け
る
イ
ノ
シ
シ

対
策
は
棚
田
全
域
を
電
気
柵
で
張
り
ま

わ
し
た
事
で
防
除
で
き
た
が
、
今
年
は
数

カ
所
で
被
害
が
で
た
。
等
々
の
説
明
に
仰

木
地
区
も
ほ
ぼ
同
様
な
対
策
を
講
じ
て

い
る
が
被
害
は
軽
減
し
な
い
。
電
気
柵
も

耕
作
地
全
域
を
張
り
回
し
設
備
も
農
電

を
利
用
、
終
日
通
電
、
電
圧
は
安
定
し
て

い
る
が
耕
地
面
積
が
大
き
く
、
雑
草
な
ど

の
ア
ー
ス
対
策
が
ネ
ッ
ク
で
あ
る
。
ま
た
、

シ
カ
の
来
遊
が
大
き
く
電
気
柵
も
高
さ

四
メ
ー
ト
ル
ま
で
張
り
回
し
て
い
る
が

被
害
は
大
き
く
、
シ
カ
が
二
回
侵
入
す
れ

ば
、
米
の
収
穫(

食
べ
て
し
ま
う)

は
で
き

な
い
状
況
に
あ
る
。 

両
者
の
対
話
に
お
け
る
知
見 

①
イ
ノ
シ
シ
は
無
茶
苦
茶
利
口
で
あ
る
。

捕
獲
努
力
以
外
に
対
策
は
な
い
。(

舜) 

②
漏
電
対
策
の
徹
底(

仰
木) 

③
バ
ッ
テ
リ
ー
を
頻
繁
に
チ
ェ
ッ
ク
、 

ま
た
、
収
穫
後
の
電
気
柵
は
速
や
か
に
撤

去
す
る
こ
と(

学
習
能
力
が
大
き
い)

に
留

意
し
て
い
る
。
シ
カ
の
被
害
は
今
の
と
こ

ろ
大
き
く
な
い
が
、
今
後
が
心
配
の
種
で

あ
る
。
等
々(

舜) 

          

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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国

際

交

流 
 

二
月
五
日
、
Ｆ
Ｆ
Ａ(

ア
メ
リ
カ
農
業
ク

ラ
ブ)
学
生
役
員
六
名
、
先
生
三
人
、
通
訳

一
名
が
四
谷
の
千
枚
田
を
訪
れ
た
。 

 

訪
れ
た
経
緯
は
、
新
城
高
校
が
愛
知
県

農
業
ク
ラ
ブ
事
務
局
校
を
努
め
、
ア
メ
リ

カ
国
農
業
ク
ラ
ブ
と
国
際
交
流
を
重
ね

て
い
る
こ
と
と
、同
校
農
業
ク
ラ
ブ(

二
十

五
名)

が
生
物
多
様
性
に
富
ん
だ
千
枚
田

を
実
習
田
と
し
て
育
農
を
実
践
し
て
い

る
こ
と
か
ら
自
然
、
景
観
は
豊
か
で
あ
る

が
、
厳
し
い
条
件
の
棚
田
の
保
全
管
理
の

実
態
を
国
際
交
流
の
場
と
し
て
紹
介
し

た
。
耕
地
の
広
い
ア
メ
リ
カ
の
学
生
は
急

傾
斜
の
棚
田
に
圧
倒
、
保
全
管
理
に
費
や

す
耕
作
者
に
感
銘
の
念
を
表
し
た
。 

情
報
提
供 

原
田
史
樹(

新
城
高
校
三
年) 

 
 

  

連
谷
地
区
の
歴
史
は
縄
文
時
代
に
遡

り
、
幾
多
の
変
遷
を
繰
り
返
し
現
在
に
い

た
っ
て
い
る
。
こ
の
項
で
は
戦
後
の
連
谷

地
域
を
中
心
に
し
た
変
遷
を
み
た
。 

         

                                

                                

げ
な
げ
な
噺 

 

あ
の
や
ぁ
あ
、
天
王
橋
向
き
の
田
ん
ぼ

の
水
ざ
ぁ
あ 

不
動
様
の
水
ぞ
ぉ
使
っ
と

る
の
を
知
っ
と
る
か
ん･

･
･

そ
ん
な
こ
た

ぁ
な
い
ず
ら
ぁ
「
お
ち
ゃ
あ(

落
合)

」
の

水
を
使
っ
と
る
だ
に
ぃ･

･
･

あ
ん
た
、
な

に
ょ
お 

こ
い
と
る
だ
ん
、
あ
す
こ
は
貧

乏
山
ち
ゅ
っ
て
雨
が
ふ
り
ゃ
あ
水
が
あ

る
が
、
三
日
も
せ
り
ゃ
ぁ
無
く
な
っ
ち
ゃ

う
じ
ゃ
ん
か
ん
。
そ
い
だ
む
ん
で
、
村
の

衆
が
集
ま
っ
て
の
ん
、
何
と
か
田
ん
ぼ
を

作
ら
ま
い
か
ん
ち
ゅ
っ
て
不
動
様
か
ら

五
百
メ
ー
ト
ル
も
の
井
溝
を
作
っ
た
だ

だ
ぞ
ん
。
わ
し
ゃ
あ
知
っ
と
る
が
、
石
組

で
の
ん
、
き
ち
っ
と
作
っ
と
っ
て
水
が
漏

ら
ん
、
そ
り
ぁ
あ
大
し
た
も
ん
だ
っ
た
だ

ぞ
ん
。･･･

そ
り
ゃ
あ 

知
ら
な
ん
だ
だ
が
、

い
つ
頃
の
話
た
だ
ん･

･
･

ふ
れ
あ
い
広
場

に
入
る
前
の
上
紙
屋
の
田
ん
ぼ
ま
で
井

溝
を
引
い
た
の
が
百
年
前
の
明
治
四
十

三
年
で
の
ん
、
そ
の
、
六
年
前
の
山
津
波

(

明
治
三
十
七
年)

の
被
害
は
無
か
っ
た
そ

ん
だ
が
や
ぁ
、
あ
の
、
立
派
な
石
積
み
の

田
ん
ぼ
は
山
津
波
の
後
、
古
宿
か
ら
上
の

田
ん
ぼ
を
積
ん
だ
九
六
鍬
サ
が
積
ん
だ

だ
げ
な
だ
ぞ
ん･

･
･

そ
ぉ
言
わ
れ
り
ゃ
あ

立
派
な
石
積
み
の
田
ん
ぼ
だ
の
ん
。 

行 
 

平
成
二
十
三
年
二
月
十
五
日 

 
 
 

 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

 

発 
 

文  

責 
 

小 

山 

舜 

二 

邦  暦 項         目 邦 暦 項         目 

昭和 22年 国民学校が小学校と改称 昭和 40年 四谷・連合明老クラブ発足 

  海老中学校連谷文教場開校 昭和 41年 寒狭川が豊川となる 

  農協連谷出張所設置(真菰) 昭和 43年 田口線廃止(9/30) 

昭和 23年 同上 廃止 本校に統合 昭和 44年 稲目トンネルバス専用路線となる 

昭和 24年 田口線滝上停留場開設   普通車 182台、軽四 50台、オ－トバイ 249台 

昭和 27年 連谷小増築、竣工 昭和 46年  減反政策施行 1296 枚が急激に減少 

昭和 28年 連谷小学有林購入(23a)  仏坂トンネル開通(工事開始から 21年) 

昭和 29年 海老中３年 オ－ト三輪教習  棚山～鞍掛山 東海自然歩道開通 

  方瀬 ６戸焼失 昭和 49年 七夕豪雨(7/7) 3日で 760mm記録(舜) 

昭和 30年 連谷小完全給食開始 昭和 50年 電話ダイヤル自動化される 

  海老の南北戦争始まる(町村合併問題) 昭和 54年 稲目トンネル開通 一般路線となる 

昭和 31年 鳳来町となり「大字」を削る   連谷小プ－ル完成 

  かしゃげ峠に「山崩遭難塔」建立   町道大林線完成 合戸川河川改修完成 

昭和 32年 棚山キャンプ村山開き 昭和 56年 連谷会館開設 

昭和 33年 自転車荷車税廃止軽自動車税となる 昭和 57年 連谷小新校舎完成 

  宇連ダム完成「鳳来湖」と命名 昭和 60年 連谷小体育館完成 

昭和 34年 竹桑田吊り橋が永久橋になる 平成 6年 高畑林道全線開通 

  伊勢湾台風襲来(9/26) 平成 9年 鞍掛山麓千枚田保存会設立 

昭和 35年 有線放送開始 平成 15年 千枚田作業道・ふれあい広場等完成 

昭和 36年 連谷小増改築(学区民協力) 平成 17年 全国棚田サミット開催 

昭和 38年 普通車免許取得が増える   合併で新城市となる(10/1)鳳来消、作手残 

昭和 39年 県水産試験場鳳来養魚場開設 平成 22年 田園自然再生コンク－ル大臣賞受賞 

昭和 40年 木材搬出「木馬」から架線集材に変わる   千枚田 県道下電柱撤去・迂回(中電・NTT) 

  連谷小 複式学級となる。校歌発表   COP10 SATOYAMA 会場となり世界各国視察 

  台風 24号田口線被害大廃線の契機となる 平成 23年 連谷小児童数 9名、新学期より５名になる 

 

連
谷
地
区
の
変
遷 

(

戦
後
編) 

昭
和
三
十
年
代
後
半 

速
報 

９
日
、
今
年
最
初
の
雨
で
ヤ
マ
ア

カ
ガ
エ
ル
が
産
卵
し
た
！
自
然
は
毎
年
、

狂
い
無
く
や
っ
て
く
る
。
感
謝 


